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本年は, カゴメ格子 J1-J2-J3イジング模型を, 境界のある系で解析した。ここで, J1, J2, J3はそれぞれ最
近接, 次近接, 次々近接, 相互作用を表し, 特に J2と J3は保存チャージ間の相互作用を与える。本模型に対












プを持つA相において, まず, 波数空間表示で、端のマヨラナ平坦バンドの波動関数を構成し, 次に, それら
をワニエ基底に変換し, 端磁化を計算した。その結果、微弱な外部磁場を印加して, 端磁化を誘起できるこ
とがわかった。
図 4: (左)キタエフハニカム模型。(右) A相における端磁化のパラメーター依存性。



























究を行った [8, 9]。(i) まず、散逸のない強相関系においてエクセプショナルポイントの発現を数値シミュ
レーションにより実証し [9]、さらに、これまで考えられていなかった対称性の効果を考慮することで、エ
クセプショナルリング、エクセプショナルサーフェスという新奇なバルクトポロジカル縮退の存在を発見し



















Z → Z4の分類学のリダクションがみられる事 [14](図 7参照)、(ii)UCoGeの圧力下の超伝導相でメビウス
トポロジカル絶縁体が発現することを予言した [15,16] 。さらに CeNiSnにおけるトポロジカル不変量の系
統的な計算も行った [16] 。
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図 7: 分類学のリダクション (Z → Z4)を示す一次元冷却原子系のスケッチ及び、密度行列繰り込み群によ
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総額 : 3,510千円 (直接経費 : 2,700千円、間接経費 : 810千円)
2018年度: 1,040千円 (直接経費: 800千円、間接経費: 240千円)
3. 科学研究費　研究活動スタート支援「強相関ダイナミクスが誘起する非エルミート・トポロジカル物
性」(2018-09-01 – 2020-03-31) 研究課題番号：18H05842 (研究代表者: 吉田恒也) 総額 : 2,660千円 (直
接経費 : 2,300千円、間接経費 : 360千円) 2018年度 : 1,560千円 (直接経費 : 1,200千円、間接経費 :
360千円)
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